


































































































































































































































































































































































































































































































































































































び姿を現し、玄宗が蜀に逃れた時にはこれを迎えた いう（ 『太平広記』巻二二に引く『神仙感遇伝』等） 。玄宗に仕えた張果と葉法善が蜀から果物を取り寄せるの 、彼が炎で妨げたという話が同書にあるが、原注にいう蜜柑に関する逸話は現存する資料には見えない。
13○立名字 　





























































































































































































































































































































の憂い無し」 言わしめた。官は礼部尚書に至った。 『宋史』巻二九三に伝がある。○録事参軍 　
官名。諸州の雑務
を掌り、官吏の違反をただす（ 『宋史』職官志七 諸曹官） 。録事を録曹 作るテキストがあるが、宋代の官制に録曹参軍という官職が見えず、洪邁『容斎三筆 巻五「過称官品」には「 参軍は都曹と称す」とあ ことから 録事とすべきであろう。○慰薦 　
なぐさめいたわる。 『漢書』匈奴伝下に、 「既に服するの後、 慰薦撫
ぶ循じゆん
す」とある。なお、








乖崖公が蜀におられたとき、 老いて病気がちで仕事ができない録事参軍がいた。公 「辞めて どうか」と、





























































































































































































































































































































君ハ耿介 （ノ） 士ナル程ニ、 何カ我ガ蹤ニハ随 （フ） ベキゾ」 と記す。
9○吏課 　
官吏の成績により評価を定めること。










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































二首」その一（ 『蘇軾詩注解（十一） 』作品番号一七四八）に、 「二三子を懐うこと有りて、筆を落として飛
























































































は、 馬が行くさま。李白 「古に效う 　





































































































































































































え……三首」 その二の注 （ 『蘇東坡詩集』 第二冊五八二頁） を参照。
2〇閉閤 　





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































接し、任仲微は蔡州にいたため 翠被を用いて任仲微のことをいう（王注に引く趙次公の説。 『四河入海』巻二二の二） 。
5〇古来一句 　













































期「関山月」詩（ 『全唐詩 巻一八 に、 「将軍 　
暁角を聞き、戦馬 　
南帰せんと欲す」とある。幽幽は、遠くかすか
に聞こえるさま。
　
春の曇り空は雪が降りそうな様子だが、野原の水気が立ちのぼって雲を浮かべている。私は清らかな潁水の
ほとりにやってきて、かわせみの羽毛の肩掛けを身にまとったあなたの姿を想い浮かべています。
　
ここ昔から 離合集散の地で、今また私もあなたと別れようとしています。旅また旅の役人暮らしに疲れ果
ててはいますが、いつになったら辞められることか。わが家の痩せた田圃じゃ帰耕するのもままならぬのだ。　
一人ぽっちで古い寺に泊まっている 鶏の群を混乱させる宵鳴きが聞こえてくる 城上の兵士があかつき
に吹き鳴らす微かな角笛の音を、お目覚めに（わたしの惜別のこころとして）聞いてくれませんか。 
（担当 　
蔡 　
毅）
